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経済的状況 
 

 

農地改革受益者  

いまだ 

 

貧困にあり 

 

借金をかかえ 

 

バナナ生産からの収入は 

日常生活を維持するには 

不十分 
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                     法的分析 

独占的生産・販売合意 

 企業によって一方的に作成された契約書 

    

            農地改革受益者(ARBs)の参加： 

                  無し 

                   

            交渉の機会： 一切無し 

   

            ARBs は内容確認の機会なしに 

                署名だけさせられた 
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企業によって一方的に作成された契約書 

農地改革受益者(ARBs)の参加の機会はなかった 

企業によって一方的に作成された契約書: 

交渉の機会は一切なかった 

x 
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企業によって一方的に作成された契約書 

ARBs は内容確認の機会なしに署名だけさせられた 

独占的生産・販売契約 
 

当該契約には、 
行政命令2006年度第９号の規定に 

従っていないので、手続き上無効である 

 

当該契約の調査・検証のために 

大統領農地改革委員会（PARC）に提出する 
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独占的生産・販売契約 
契約には多数の不利な規定が含まれている 

契約には多数の不利な規定が含まれている 
自動更新 

企業による介入 

企業の要請により、適正な領収手続なしに一定の金額が
差し引かれる 

買い取り価格 

通関手続地で拒絶されたバナナについては農地改革受
益者が責任を負う 

一方的な解約権 
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契約には多数の不利な規定が含まれている 

 

 

 

契約の自動更新が 

企業の一存で決められる 

契約には多数の不利な規定が含まれている 

企業の要請により、適正な領収手続なしに一定の金額が
差し引かれる 
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契約には多数の不利な規定が含まれている 
 

買い取り価格 

 

一箱（１３．５ｋｇ）あたりのバナナの買い取り価格は、 

企業によって決められている 

まとめ 
「多国籍企業が、バナナの輸出による巨額の利益により運
営規模を拡大し続けている一方、フィリピンの農地改革

受益者は貧困の暮らしを続けている」 

 

 

 


